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ち ょ っ と一 言 ◇校長あいさつの一部抜粋。「人間は、生まれながらにして、一人一人が輝ける力を持っ

ています。そして、その力を他人のために役立てれば、自分自身も満足感を味わい、生きがいにあふれた

日々が過ごせます。（中略）今日、発表する６人は、他の人より、ほんのちょっとだけ自主的に、自分の将

来を創造してみた人たちです。その人なりに勤勉に、取り組んでいる姿を想像しながら受けとめくださ

い。」。来年は、多くの方々の来場をお待ちしています。（Ｎ.Ａ.） 

 

 

 

本
年
度
か
ら
「
夢
を
追
う
神

高
生
の
主
張
大
会
」
と
同
じ
日

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

12
月
14
日
（
金
）
２
校
時
に

実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

は
、
姫
路
公
共
職
業
安
定
所
の

キ
ャ
リ
ア
探
索
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
り
、
生
徒
が
早
い
段
階
か

ら
将
来
に
向
け
た
自
立
的
な

職
業
意
識
を
形
成
す
る
た
め

の
支
援
策
の
ひ
と
つ
で
す
。 

 

本
年
度
依
頼
し
た
講
師
の

方
は
、
認
定
法
人
産
業
人
Ｏ
Ｂ

ネ
ッ
ト
の
村
瀬
孝
志
先
生
で

す
。「
夢
づ
く
り
」
と
「
感
謝
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
会
を

依
頼
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
自

己
実
現
の
た
め
に
は
、
プ
ロ
と

し
て
の
仕
事
を
見
つ
け
る
。 

高
校
生
に
と
っ
て
重
要
な

こ
と
の
一
つ
が
進
路
選
択
で

す
が
、
今
回
の
発
表
を
聞
い

て
い
る
と
、
主
体
的
に
自
分

の
将
来
を
考
え
、
進
路
選
択

を
し
、
そ
し
て
自
分
自
身
の

力
で
未
来
を
切
り
拓
こ
う
と

し
て
い
る
内
容
で
し
た
。
講

演
会
も
含
め
、
今
回
の
６
人

の
発
表
を
聞
く
こ
と
で
、
全

生
徒
が
刺
激
を
受
け
た
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。 

12
月
18
日
（
火
）
２
年
生

の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
」

選
択
者
７
名
で
、「
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム 

う
ぐ
い
す

荘
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
ん
で

頂
こ
う
と
、
ク
リ
ス
マ
ス
限

定
の
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
と
手

作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド

を
持
ち
、
寒
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
全
員
自
転
車
で

訪
問
し
ま
し
た
。
う
ぐ
い
す

荘
の
皆
さ
ん
に
大
変
喜
ん
で

い
た
だ
き
、「
カ
ー
ド
も
ケ
ー

キ
も
頑
張
っ
て
作
っ
て
良
か

っ
た
！
」
と
生
徒
も
満
足
げ

で
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
の

笑
顔
で
、
生
徒
自
身
が
楽
し

む
事
が
出
来
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
良
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
！

そ
し
て
よ
い
お
年
を
… 

 

引
き
続
き
３
・
４
校
時
に

「
夢
を
追
う
神
高
生
の
主
張

大
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

テ
ー
マ
は
『
自
分
の
夢
・

生
き
方
を
考
え
る
』
で
す
。

発
表
し
た
６
名
の
代
表
者
の

題
目
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
１
年
生
は
『
地
域
医
療

で
の
地
元
貢
献
』
と
『
誰
か

を
護
る
自
分
に
な
る
た
め

に
』、
２
年
生
は
『
私
の
夢
』

と
『
将
来
の
夢
』、
３
年
生
は

『
日
本
一
に
な
り
た
く
て
』

と
『
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
』

で
し
た
。
今
回
の
発
表
は
、

看
護
医
療
、
福
祉
、
保
育
士

な
ど
を
目
指
す
生
徒
の
発
表

で
し
た
。
こ
れ
は
、
進
学
後

も
地
元
貢
献
や
人
と
の
関
わ

り
を
持
つ
職
業
を
考
え
て
い

る
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
人
と

し
て
大
切
に
な
る
「
挨
拶
」
、

「
継
続
」、「
謙
虚
」、「
忍
耐
」

な
ど
高
校
生
か
ら
身
に
つ
け

ら
れ
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い

て
、
本
校
生
徒
に
と
っ
て
、

大
切
な
助
言
を
頂
い
た
内
容

で
し
た
。 


